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調査、予測、評価

の手法の選定及び

既往調査結果概

要の報告 

大気環

境 

・調査結果については類型区分及び要請限度を記載しているが、一般の

人には分かりにくいため、説明を加えた方が良い。 

水環境 ・富栄養化の項目は、十分な調査項目が挙げられており、特に問題ないと

考えている。 

 

・貯水池の水質予測手法として鉛直２次元モデルを使うことは妥当であ

る。 

・ボーレンバイダーの結果を見ると、富栄養と中栄養のきわどい所にある。

しかし、ボーレンバイダーはトータルリンで予測するため、生活排水等に

関わらず、土壌に吸着している自然由来のリンが多い場合には、すぐ富

栄養化するように見えてしまうため、鉛直 2 次元モデルによって予測を行

うことで問題ない。 

動物・植

物・生態

系 

・陸域の直接改変以外の影響で、林縁環境の出現という影響要因を取り

上げているが、例えば、樹林の縮小化等の間接的な影響要因も考えた

方がよい。 

・今回紹介されたもの以外で不足する調査として、カメ類、陸産貝類につ

いて調査が必要ではないかと考えられる。 

・県のレッドデータブックで情報不足という項目があるが、それらの種につ

いては、特に留意してほしい。 

・ダムの上流、下流で粒度組成が変化することで水生生物も変化があると

考えられる。 

・生物については可能な限り定量的な手法を用いて予測、評価を行って

ほしい。 

・全てが定量的な評価ができるわけではないが、生態系の典型性では、

注目種を抽出し、評価する視点が大事である。 

・昆虫類については、評価がとても難しいが、典型性との結びつき、生息

環境との結びつき等に留意し、わかりやすい評価の手法で整理してほし

い。 

景観 ・景観については、評価する人によって主観が変わり難しい面がある。県

の自然環境指針の中で景観を３ランクに分けてリストアップしたものがあ

るので参考となるのではないか。 

 

  


